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序論：AI 創薬における知的財産の新潮流 
 

人工知能（AI）と機械学習（ML）の台頭は、医薬品の研究開発（R&D）プロセスに地殻変動を

もたらしています。従来の創薬が、特定の生物学的仮説に基づいて候補化合物を探索する演繹

的なアプローチであったのに対し、AI 創薬は膨大な生物学的・化学的データセットから、人間

のバイアスにとらわれない新たな相関関係や治療仮説を帰納的に見出すことを可能にしました 
1。このパラダイムシフトは、知的財産（IP）戦略のあり方を根底から揺さぶっています。保護

すべき対象は、もはや最終成果物である「化合物（モノ）」だけに留まりません。それを生み

出す独自の「創薬プロセス（コト）」、そしてそのプロセスの根幹をなす「データ（情報）」

そのものが、競争優位性の源泉として極めて重要な価値を持つようになりました 2。 

しかし、この新たな領域は、特有の知的財産課題を伴います。AI アルゴリズム自体の特許適格

性、AI が自律的に創出した発明における「発明者」の不在問題（各国の司法判断は一貫して AI
を発明者として認めていない）、そして日進月歩で進化する技術に法制度が追いついていない

という現実です 4。このような複雑かつ流動的な環境下で、AI 創薬企業は、特許、営業秘密、

著作権、そして契約法を駆使した、立体的かつ動的な IP 戦略の構築を迫られています。 

本レポートでは、この AI 創薬革命の旗手と目される主要企業、すなわちエンベーダ・バイオサ

イエンシズ（Enveda Biosciences）、インシトロ（Insitro）、リカーション・ファーマシュー

ティカルズ（Recursion Pharmaceuticals）、そして Valo Health の 4 社に焦点を当てます。こ

れらの企業が、それぞれのアプローチを通じて、いかにして知的財産を戦略的に活用し、持続

可能な競争優位性、すなわち「IP モート（知的財産による堀）」を築き上げているのかを、以

下の 5 つの観点から深掘りして分析・解明します。 

1. 特許取得戦略（化合物、AI アルゴリズム、データベース、創薬プロセス等） 
2. ノウハウや機密情報の保護（特許にしない選択など） 
3. ライセンス契約・提携時の知財取り扱い 
4. 知財係争や訴訟の有無 



5. 知財における他社との差別化要素 

本分析を通じて、各社の個別戦略を解剖するだけでなく、AI 創薬という新興分野全体の IP ト

レンドと、それが製薬業界の未来に与える影響についての洞察を提供することを目的としま

す。 

 

第 1 章：特許戦略の分岐点：「エンジン」と「成果物」

の保護 
 

AI 創薬企業の特許戦略は、大きく二つの潮流に分類できます。一つは、創薬プロセスそのもの

を駆動する「エンジン」、すなわち独自の AI プラットフォームやデータ生成・解析技術を保護

する戦略。もう一つは、そのエンジンから生み出された最終的な「成果物」、すなわち新規化

合物を保護する伝統的な戦略です。各社がどちらに軸足を置くか、あるいは両者をどのように

組み合わせるかは、その事業モデルと市場におけるポジショニングを如実に反映しています。 

 

1.1. プラットフォーム中心の特許戦略：リカーションとインシトロのモデ

ル 
 

リカーション社とインシトロ社は、自社の競争優位性の源泉が、創薬のプロセスを自動化・効

率化・高度化する独自のプラットフォームにあると明確に認識しており、その技術的基盤を特

許によって強固に保護する戦略を採用しています。 

リカーション・ファーマシューティカルズは、同社の統合プラットフォーム「Recursion 
Operating System (OS)」を構成する核心技術を知的財産権で保護しています。特許ポートフォ

リオを分析すると、その焦点が特定の化合物ではなく、創薬の「方法論」にあることが明らか

です。例えば、「ハイスループット化合物ライブラリ作成のためのシステムと方法（Systems 
and methods for high throughput compound library creation ）」7 や、「クエリ摂動を評価す

るためのシステムと方法（Systems and methods for evaluating query perturbations ）」7 とい

った特許がその代表例です。これらは、自動化されたウェットラボで週に最大 220 万サンプル

もの生物学的実験を行い、そこから得られる膨大な画像データを解析し、薬効を持つ可能性の

ある化合物を効率的に特定するための一連のプロセスを保護するものです 8。 

インシトロも同様に、プラットフォーム技術の特許化に注力しています。同社の特許ポートフ



ォリオは、高品質なデータを生成し、そこから深層的な生物学的洞察を抽出するための独自技

術群によって構成されています 10。具体的には、「機械学習モデルを用いた生体画像の変換

（Biologica l image  transformation using machine - learning mode ls）」10、「オリゴヌクレオ

チド誘導・記録型コンビナトリアル合成（Oligonucleotide  directed and recorded 
combinatoria l synthesis）」10、そして「機械学習モデルを用いた疾患転帰の予測（Predicting 
disease  outcomes using machine  learned mode ls）」10  などが挙げられます。これらの特許

は、同社の強みである iPSC（人工多能性幹細胞）を用いた疾患モデルの構築、ハイスループッ

トな実験、そしてそこから得られるデータを解釈する ML 技術という、ウェットラボとドライ

ラボを融合した一連のワークフローを保護しています。 

これらプラットフォーム中心の特許戦略には、二つの重要な戦略的意図が読み取れます。 

第一に、特許ポートフォリオが事業開発における強力な「交渉カード」として機能している点

です。両社は自社でパイプラインを開発するだけでなく、大手製薬企業との大型提携を事業の

重要な柱としています。これらの提携交渉において、自社プラットフォームの技術的優位性と

独自性を客観的かつ法的に証明する必要があります。プロセスや方法論に関する特許は、競合

他社が同様の「創薬エンジン」を構築することを法的に阻止する障壁となり、プラットフォー

ムの価値を具体的に示す強力な証拠となります。したがって、これらの特許は単なる防御的な

手段に留まらず、ライセンス契約や共同研究開発契約において、より有利な条件、例えば高額

な契約一時金やマイルストーン支払い、有利なロイヤリティ料率を引き出すための、極めて戦

略的な交渉ツールとして活用されているのです。 

第二に、アルゴリズムそのものではなく、「アルゴリズムを組み込んだ実用的な創薬プロセ

ス」を特許化する巧妙な戦略です。純粋な数学的アルゴリズムや抽象的なアイデアは、多くの

国の特許法において保護の対象外とされるリスクがあります 3。この法的なハードルを乗り越

えるため、リカーション社やインシトロ社の特許は、抽象的な AI モデルそのものを請求するの

ではなく、「細胞アッセイにおけるデータ取得」「化合物ライブラリの選別」「生体画像の変

換」といった、具体的な物理的・生物学的プロセスと AI 技術を不可分に結びつけています 7。
これは、特許適格性を確保しつつ、自社の真の強みであるウェットラボとドライラボの高度な

融合を知的財産の形で保護するための、計算された戦略と言えます。彼らは AI という単一の部

品を保護するのではなく、AI が心臓部として組み込まれた独自の「創薬機械」全体を保護する

ことで、模倣困難な参入障壁を構築しているのです。 

 

1.2. 成果物中心の特許戦略：Valo Health のアプローチ 
 

Valo Health 社は、リカーション社やインシトロ社とは対照的に、伝統的な製薬企業の IP 戦略

に近いアプローチをとっています。同社の公開されている特許ポートフォリオは、その AI プラ



ットフォーム「Opal Computa tional Pla tformệ」自体よりも、そこから生み出された具体的な

「成果物」、すなわち新規化合物（物質特許）の保護に重点が置かれています 12。 

Valo Health 社が保有する特許には、「NAMPT 阻害のための化合物と組成物（Compounds 
and compositions for the  inhibition of NAMPT）」、「HDAC 阻害剤としてのヒドロキサム酸

（hydroxamic acids as  HDAC inhibitors）」、「ユビキチン特異的プロテアーゼ阻害剤として

のカルボキサミド（Carboxamides as  ubiquitin- specific  protease  inhibitors）」など、特定の

疾患ターゲットに対する新規低分子化合物が数多く含まれています 15。これは、特定の分子構

造とその用途を独占的に保護しようとする、典型的な製薬企業の物質特許戦略です。 

この戦略の背後には、AI プラットフォームを「究極の化合物創出エンジン」と位置づけ、その

価値を伝統的な IP の形で証明するという明確な意図が見て取れます。AI プラットフォームの

性能やアルゴリズムの優位性を技術的に説明することも重要ですが、製薬業界や金融市場にお

ける最も分かりやすく、かつ強力な価値の証明は、最終的に「どれだけ競争力のある医薬品候

補（＝強力な物質特許で保護されたアセット）を生み出せるか」という点に集約されます。 

Valo Health 社は、Opal Pla tformệから創出された化合物を積極的に特許化し、そのポートフォ

リオを公開することで、自社プラットフォームの生産性と質の高さを、業界の共通言語である

「特許」を通じて雄弁に物語っているのです。このアプローチは、特に投資家や潜在的な提携

パートナーに対して、企業の価値評価を容易にするという利点があります。伝統的な製薬業界

の評価軸、すなわち「パイプラインの価値は、保有する強力な物質特許の数と質に比例する」

という考え方に沿うことで、Valo Health 社は将来の M&A や大型ライセンス契約において、自

社の価値を最大化し、有利な立場を築くことを目指していると考えられます。 

 

1.3. ハイブリッド戦略：エンベーダの独自性 
 

エンベーダ・バイオサイエンシズ社は、自然界、特に伝統的に薬として用いられてきた植物に

由来する新規化合物の発見に特化するという、ユニークな事業モデルを展開しています 16。こ

の独自性が、同社の IP 戦略を特徴的なハイブリッド型へと導いています。 

同社の戦略の一つの柱は、Valo Health 社と同様の「成果物」の保護です。彼らのプラットフ

ォームは、これまで科学的に解析されてこなかった自然界の膨大な化学物質の中から、薬効を

持つ可能性のある分子を AI を用いて特定します 18。こうして発見された新規化合物は、その構

造的な新規性が極めて高いため、強力な物質特許（composition of matter patent ）を取得しや

すいという大きな利点があります。同社が低分子治療薬に関する特許出願と権利化を積極的に

行っていることは、この利点を最大限に活用しようとする姿勢の表れです 19。 

しかし、同社の戦略はそれだけに留まりません。もう一つの、そしておそらくより重要な柱



は、その発見プロセス、すなわち「エンジン」の保護です。同社の SVP of Legal は「特許はツ

ールボックスの一つに過ぎない」と述べ、営業秘密、機密保持契約、戦略的パートナーシップ

を含む包括的な IP 戦略の重要性を強調しています 20。これは、発見プロセスの核心部分を意図

的に秘匿化する戦略を示唆しています。この核心部分とは、世界最大の天然物サンプルライブ

ラリ、最先端の質量分析によって得られる膨大な化学データ、そしてそれらのデータを解析

し、分子構造と生物活性を予測する独自の AI 基盤モデル「PRISM」です 18。 

この二つの柱を組み合わせることで、エンベーダ社の IP 戦略は、「未開拓な化学空間の独

占」という事業戦略と完全に連動しています。同社の事業の根幹は、これまで創薬の対象とさ

れてこなかった 99.9%の自然界の化学物質という「未開拓のフロンティア」にあります 16。こ

のフロンティアから発見されたユニークな「宝（新規化合物）」は、特許という形で公に権利

を主張し、独占します。一方で、その宝を見つけ出すための「地図とコンパス（発見プラット

フォーム）」は、営業秘密として厳重に秘匿し、他社が同じフロンティアに足を踏み入れるこ

とを困難にします。このように、エンベーダ社は「成果物」を特許で公開・独占し、「発見プ

ロセス」を営業秘密として秘匿化するというハイブリッド戦略をとることで、自然界という広

大なリソースにおける独占的地位を二重に固めているのです。 

 

第 2 章：見えざる要塞：営業秘密と独自データ 
 

AI 創薬企業の競争優位性を支える真の基盤は、特許ポートフォリオという目に見える氷山の一

角の下に隠されています。それは、特許として公開されることのない、膨大かつ高品質な独自

データと、それを活用するための洗練されたノウハウ、すなわち営業秘密です。これらの企業

は、この「見えざる要塞」を築き、守ることで、模倣困難な参入障壁を構築しています。 

 

2.1. 「データ・モート（Data Moat ）」：基盤資産の防衛線 
 

AI、特に機械学習モデルの性能は、学習に用いるデータの質と量に根本的に依存します。

「Garbage in, garbage out （ゴミを入れれば、ゴミしか出てこない）」という原則が支配する

世界において、各社は独自の高品質なデータセットを構築することに莫大なリソースを投じて

おり、これが競争上の最大の差別化要因、すなわち「データ・モート（データの堀）」となっ

ています。 

● リカーション・ファーマシューティカルズは、60 ペタバイトを超える世界最大級の独自

の生物学的・化学的データセットを保有していると公表しており、これが同社のプラット



フォーム「Recursion OS」の生命線です 1。 
● エンベーダ・バイオサイエンシズは、自然界の化学に特化し、世界最大の植物化学統合デ

ータセットを構築しています 18。 
● Valo Health は、大規模かつ高品質なヒト中心の縦断的データ（経時的に追跡された臨床

データ）と、網羅的なオミクスデータ（ゲノミクス、トランスクリプトミクス等）を統合

したデータセットを基盤としています 13。 
● インシトロは、iPSC から分化させた細胞を用いて構築した疾患モデルから得られる独自

の細胞内データと、臨床データを機械学習で統合することに強みを持ちます 23。 

これらのデータセットが強力な「堀」として機能する理由は、単にその規模が大きいからだけ

ではありません。より重要なのは、これらのデータが静的な資産ではなく、自己増殖する競争

優位性のエンジンであるという点です。例えば、リカーション社は自動化されたラボで週に最

大 220 万サンプルもの実験を処理し、データを生成し続けています 8。Valo Health 社は、実

験を行うたびに学習システムがより賢くなる「自己強化学習システム（se lf- re inforcing, active  
learning system）」を構築しています 14。 

これは、事業活動そのものがデータを生成し、そのデータが AI モデルを改良し、改良された

AI モデルがより質の高い次の事業活動（実験計画や候補化合物の選定）を導き、それがさらに

質の高いデータを生み出す…という正のフィードバックループ、すなわち「データのフライホ

イール効果」を生み出していることを意味します。一度このフライホイールが高速で回転し始

めると、後発企業が追いつくことは極めて困難になります。したがって、この動的なデータ生

成・蓄積・学習システム全体を営業秘密として厳格に保護することは、将来にわたって拡大し

続ける競争優位性を守るための、最重要戦略と位置づけられているのです。 

 

2.2. アルゴリズムのブラックボックス化：非公開という選択 
 

AI 創薬プラットフォームの中核をなす機械学習モデルやアルゴリズムは、企業の「秘伝のタ

レ」とも言える重要な知的資産です。これらの技術を保護するにあたり、企業は特許による公

開か、営業秘密による秘匿化かという戦略的な選択を迫られます。 

AI 関連技術、特にその核心部分であるアルゴリズムや学習済みモデル、そして最も価値のある

学習データセットについては、営業秘密として保護する方が有利であるという見方が強まって

います 24。その理由はいくつかあります。第一に、特許は出願から 18 ヶ月後にその内容が公

開されるため、競合他社に技術の詳細を開示してしまい、回避設計（invent-around）のヒント

を与えてしまうリスクがあります。AI 技術の進化は非常に速いため、20 年という特許の保護

期間が満了する前に、その技術が陳腐化してしまう可能性も高いです 24。 



対照的に、営業秘密は非公開であるため、秘密が維持される限り、技術的優位性を無期限に保

持することが可能です 25。競合他社は、リバースエンジニアリングが極めて困難なプラットフ

ォームの出力結果（予測や候補化合物）しか見ることができず、その内部の仕組みを知ること

はできません。 

この営業秘密による保護戦略は、技術的優位性の維持と、法的な不確実性の回避という二重の

目的を果たします。AI 関連発明、特にソフトウェアやアルゴリズムに関する発明の特許適格性

（米国特許法第 10 1 条など）には、依然として法的な不確実性が伴います。多大な時間と費用

をかけて特許出願を行っても、最終的に無効と判断されるリスクを無視できません。営業秘密

として保護する戦略は、このような法的な不確実性を回避し、より確実な保護を確保するため

の、現実的かつ合理的な選択なのです。各社は、プラットフォームの全体的なプロセスや応用

方法については特許を取得しつつも、その心臓部であるアルゴリズムや学習済みモデルの重

み、そして学習データセットそのものは営業秘密として厳重に管理する、という多層的な保護

戦略を採用していると考えられます。 

 

2.3. エンベーダの包括的 IP ツールキット 
 

エンベーダ社は、知的財産を多角的に捉え、事業戦略と緊密に連携させる先進的なアプローチ

を実践しています。同社の法務担当 SVP である Jason Tejani 氏の言葉「特許はツールボック

スの一つに過ぎない（Patents aren’t the only tool in the toolbox ）」は、この戦略を象徴して

います 20。 

エンベーダ社では、特許に加えて、機密保持契約、戦略的パートナーシップ、営業秘密、商標

といった多様な IP ツールを日常的に検討し、それぞれの技術や事業機会に最適な保護方法を動

的に選択しています 20。この柔軟なアプローチを可能にしているのが、同社の組織構造です。

法務・IP チームは、研究開発や事業開発といった他部門から独立した存在ではなく、科学者の

週次ミーティングに参加するなど、事業の最前線に深く関与しています 20。これにより、科学

的な進捗、競合の動向、市場の機会といった情報をリアルタイムで IP 戦略に反映させることが

可能になっています 20。 

この組織的アプローチは、IP 管理を単なる「コストセンター」から、能動的に企業価値を創造

する「バリュードライバー」へと転換させています。伝統的な企業では、IP 部門は研究開発部

門が生み出した発明を事後的に保護する、どちらかといえば受け身でコストのかかる部門と見

なされがちでした。しかしエンベーダ社では、IP 担当者が事業戦略の立案段階から関与し、将

来の市場機会や提携の可能性を予測しながら、どの技術を特許で公開して独占し、何を営業秘

密として秘匿化し、どの情報を契約によって保護するかをプロアクティブに設計しています。 



このように、事業戦略と完全に一体化した IP のポートフォリオマネジメントを実践する組織構

造と企業文化そのものが、他社が容易には模倣できない競争優位性の一部となっているので

す。 

 

第 3 章：提携による収益化とリスク分散 
 

AI 創薬企業にとって、大手製薬企業との提携は、自社技術の価値を証明し、莫大な収益機会を

得るだけでなく、医薬品開発に伴う天文学的なコストと高い失敗リスクを管理するための極め

て重要な戦略です。各社は、自社の知的財産を巧みに活用し、それぞれに特徴的な提携モデル

を構築しています。 

 

3.1. Platform -as-a-Service 型のライセンスモデル 
 

リカーション社とインシトロ社は、自社の AI プラットフォームをサービスとして提供し、パー

トナー企業がそれを利用して創薬プログラムを推進する「Platform -as-a-Service (PaaS)」型の

提携モデルを積極的に展開しています。 

● リカーション社は、2021 年にロシュおよびジェネンテックとの間で、神経科学領域と特

定のがん領域を対象とした大規模な提携契約を締結しました。この契約に基づき、リカー

ション社は自社の「Recursion OS」と「生物学マップ」へのアクセスをパートナーに提供

します。ロシュ/ジェネンテックは、このプラットフォームを活用して最大 40 の創薬プロ

グラムを開始する権利を得ます。その対価として、リカーション社は 1.5 億ドルの契約一

時金に加え、研究開発の進捗に応じたマイルストーン、そして製品化された場合の売上に

応じたロイヤリティを受け取ります。その総額は、全プログラムが成功した場合、120 億

ドルを超える可能性を秘めています 27。この契約は、リカーション社が自社のデータセッ

トへのアクセス権を収益化する先例となりました 21。 
● インシトロ社も同様のモデルを採用しています。2020 年にブリストル・マイヤーズ スク

イブ（BMS）と締結した ALS（筋萎縮性側索硬化症）および FTD（前頭側頭型認知症）に

関する提携では、インシトロ社が自社の「insitro Human (ISH) platform 」を用いて iPSC
由来の疾患モデルを構築し、新規創薬ターゲットを同定します。BMS は、同定されたタ

ーゲットの中から有望なものを選択し、その後の臨床開発と商業化を進めるオプション権

を持ちます。この提携により、インシトロ社は 5000 万ドルの契約一時金に加え、総額

20 億ドルを超える可能性のあるマイルストーン支払いと段階的なロイヤリティを受け取

る権利を得ました 33。ギリアド・サイエンシズとの NASH（非アルコール性脂肪性肝炎）



に関する提携においても、同様の構造が採用されており、インシトロ社はプラットフォー

ムを提供してターゲットを探索し、ギリアドがその後の開発を担います 36。 

これらの PaaS 型提携モデルの根底には、IP の「階層的ライセンス」によるリスクとリターン

の最適化という高度な戦略が存在します。これらの契約において、AI 創薬企業は自社の基盤プ

ラットフォーム（Recursion OS や ISH pla tform）の所有権、すなわち彼らの「王冠の宝石

（Crown J ewe ls）」は完全に手元に保持しています。彼らがライセンスしているのは、あくま

でプラットフォームへの限定的な「アクセス権」と、そこから生み出された特定の「成果物

（ターゲット情報や初期化合物など）」に対する「オプション権」です。 

この構造により、AI 企業は自社の中核 IP を手放すことなく、複数のパートナーと複数の疾患

領域で同時に提携を進めることができ、プラットフォームという単一資産の価値を最大限に引

き出すことが可能になります。一方で、最も資本集約的で失敗率の高い臨床開発以降のフェー

ズは、豊富な資金力と経験を持つ大手製薬パートナーがそのリスクとコストを負担します。こ

れは、知的財産を「プラットフォーム」「データ」「ターゲット」「化合物」といった階層に

分け、各階層に応じて権利を巧みに切り分けてライセンスすることで、自社のリスクを最小化

しつつ、将来的なリターンを最大化するという、洗練された戦略的アプローチです。 

 

3.2. 統合型サービスと独占的チャネルの構築 
 

Valo Health 社は、自社の IP をサービスに組み込み、業界の主要プレイヤーと連携して独自の

「エコシステム」を構築するという、また異なるアプローチをとっています。 

2022 年、Valo Health 社は、世界有数の CRO（医薬品開発業務受託機関）である Charles 
River Laboratories 社との戦略的提携を発表しました 40。この提携の核心は、Valo 社の AI 創
薬プラットフォーム「Opal Computational Platform ệ」と、Charles River 社が持つ前臨床段階

における広範な創薬・開発能力を統合し、「Logica®」という新たなブランドの AI 活用型創薬

ソリューションを創出した点にあります。そして、この強力な統合サービスは、Charles River
社を通じてクライアントに 

独占的に提供されます 40。 

この戦略は、単なる技術ライセンスを超えた深い意味を持ちます。Valo Health 社は、自社の

IP（Opal Platform）を単体で販売するのではなく、業界の巨人である Charles River 社の確立

されたサービス網と広範な顧客基盤に組み込みました。これにより、Valo 社は自社の営業部隊

を大規模に構築することなく、Charles River 社の販売チャネルを通じて自社プラットフォーム

の市場浸透を劇的に加速させることができます。 



さらに、この提携は「Logica®」というブランド化された独占的サービスを生み出したこと

で、単発のライセンス契約ではなく、継続的なサービス提供を通じて収益を生み出すエコシス

テムの構築を目指すものとなっています。このモデルの有効性は、20 25 年に発表されたファ

イザー社との提携によってさらに証明されました。ファイザー社は、Valo Health 社の親会社

である Flagship Pionee ring 社との広範な戦略的提携の一環として、自己免疫疾患領域の創薬

においてこの「Logica®」プラットフォームを活用することを決定したのです 41。これは、Valo
社の IP が単なる一技術に留まらず、業界標準のツールとして認知され、製薬エコシステムの中

核的な役割を担う可能性を示唆しています。 

 

第 4 章：紛争と権利行使：訴訟リスクの評価 
 

知的財産ポートフォリオの価値は、それを防御し、必要に応じて行使する能力によって裏付け

られます。AI 創薬という新興分野は、まだ大規模な特許紛争が頻発する段階には至っていませ

んが、水面下では将来の衝突に向けた戦略的な動きが見られます。 

 

4.1. 現状の訴訟関与 
 

本レポートで対象とした 4 社（エンベーダ、インシトロ、リカーション、Valo Health）につい

て、現時点で他社を特許侵害や営業秘密の不正使用で提訴したり、あるいは他社から提訴され

たりしている大規模な知的財産訴訟は、公開情報からは確認されませんでした 7。これは、業

界全体がまだ黎明期にあることを反映していると考えられます。 

現在、各社の主な焦点は、自社技術の有効性を科学的に証明し、大手製薬企業とのパートナー

シップを確保することにあります。また、各社が開発中のパイプラインの多くはまだ前臨床ま

たは早期臨床段階にあり、市場で直接競合する製品が存在しないため、特許権の侵害が問題と

なる場面が少ないのが実情です。 

ただし、これは直接的な IP 侵害訴訟に限った話であり、他の法的リスクが存在しないわけでは

ありません。例えば、リカーション社は、同業の AI 創薬企業である Exscientia 社との合併合

意に関連して、リカーション社の経営陣が株主に対する受託者義務に違反した可能性につい

て、法律事務所による調査の対象となっています 44。これは IP 侵害そのものではありません

が、M&A が活発化する中で、企業が直面しうる法務リスクの一例を示しています。 

これらの状況を総合的に判断すると、現在の訴訟が少ない「平和」な状態は、業界の黎明期に



特有の一時的な現象である可能性が高いと結論付けられます。各社のパイプラインが後期臨床

段階に進み、承認・販売が現実のものとなるにつれて、同じ疾患ターゲットや治療領域で競合

する場面は必然的に増加します。その時、各社が築き上げてきた特許ポートフォリオが互いに

交差し、市場でのシェアを巡る熾烈な競争が法廷闘争へと発展するリスクは劇的に高まるでし

ょう。現在の静けさは、いわば「嵐の前の静けさ」と解釈するのが最も妥当です。 

 

4.2. 予防的防御と権利行使への備え 
 

将来の知的財産紛争が不可避であるとの認識のもと、一部の企業はすでにその備えを固め始め

ています。その最も顕著な例が Valo Health 社です。 

Valo Health 社は、Chief IP Officer （最高知財責任者）として、Jennifer Burdman 氏を経営幹

部に迎えています 50。彼女の経歴は注目に値します。Burdman 氏は、単なる特許出願やポート

フォリオ管理の専門家ではありません。彼女は、特許侵害、営業秘密の不正流用、および知的

財産関連の契約紛争といった、複雑で高額な訴訟において「first - chair trial lawyer （第一審弁

護士）」として法廷の最前線で戦ってきた、百戦錬磨の訴訟専門家です。彼女が過去に関与し

た訴訟には、3400 万ドルを超える損害賠償を認める特許侵害の評決や、9 億ドル以上という

巨額の損害賠償を伴う営業秘密の意図的な不正流用に関する評決を勝ち取った実績が含まれて

います 50。 

このようなトップクラスの訴訟専門家を経営陣に登用するという決定は、単なるリスク管理や

コンプライアンス遵守といった「防御」的な意図を超えた、極めて戦略的な意味合いを持ちま

す。これは、Valo Health 社が、自社の知的財産ポートフォリオ、特に同社が注力する物質特

許を、必要とあらば法廷で積極的に「攻撃」的に行使し、競合他社を市場から排除したり、有

利なライセンス契約を強いたりする能力と強い意志を持っていることの明確なシグナルです。 

Valo Health 社のこの採用は、AI 創薬業界の IP 戦略が、技術開発とポートフォリオ構築とい

う「防御」のフェーズから、権利行使と訴訟を前提とした「攻撃」のフェーズへと移行しつつ

あることを示す予兆と見ることができます。同社が、将来の収益の柱となる化合物パイプライ

ンを守るために、伝統的な大手製薬企業が採用してきたような強力な IP 執行戦略をすでに準備

していることは明らかです。この動きは、業界全体の競争環境が今後より一層厳しく、訴訟を

前提としたものへと変化していく可能性を強く示唆しています。 

 

第 5 章：知的財産による戦略的差別化 
 



これまで見てきたように、AI 創薬企業は、特許と営業秘密のバランス、そして提携戦略を巧み

に組み合わせることで、それぞれに独自の競争優位性、すなわち「IP モート（知的財産による

堀）」を構築しています。本章では、これまでの分析を統合し、4 社の IP 戦略がいかにして事

業モデルと結びつき、他社との差別化を実現しているかを総括します。 

 

表：主要 AI 創薬企業の知財戦略比較マトリクス 
 

以下の比較マトリクスは、本レポートで分析した 4 社の知的財産戦略の核心的な特徴と、それ

によってもたらされる差別化要素を要約したものです。この表は、各社の複雑な戦略的ポジシ

ョニングの違いを可視化し、迅速な比較・理解を可能にするためのツールです。 

評価軸 Enveda 
Biosciences  

Insitro  Recursion 
Pharmaceutic
als  

Valo Health  

特許戦略の焦

点 
成果物（天然

物由来の新規

化合物）とプ

ロセス（発見

手法）のハイ

ブリッド 

プラットフォ

ーム（疾患モ

デル構築、画

像解析、予測

モデル） 

プラットフォ

ーム（大規模

実験プロセ

ス、データ解

析手法） 

成果物（低分

子化合物、阻

害剤） 

中核となる営

業秘密 
独自の天然物

ライブラリ、

質量分析デー

タ、AI モデル

「PRISM」 

iPSC 由来疾患

モデルの構築

ノウハウ、細

胞内データセ

ット 

60PB 超の生

物・化学デー

タセット、

Recursion OS
のアルゴリズ

ム 

ヒト中心の縦

断的臨床・オ

ミクスデー

タ、Opal 
Platform ệ  

提携・ライセ

ンスモデル 
プログラムご

との提携が主

体と推察 

Platform -as-a-
Service 型。プ

ラットフォー

ムへのアクセ

ス権と成果物

Platform -as-a-
Service 型。デ

ータセットへ

のアクセス権

を収益化（ロ

統合サービス

型。CRO との

提携による独

占的サービス

「Logica®」の



へのオプショ

ン権を供与

（BMS, ギリア

ド） 

シュ/ジェネン

テック） 
提供（Charle s  
Rive r, ファイザ

ー） 

IP チームの役

割 
事業戦略と一

体化した「バ

リュードライ

バー」 

プラットフォ

ーム技術の保

護が中心 

データライセ

ンス契約の構

築が重要 

訴訟を前提と

した権利の執

行・防衛 

IP による差別

化要素 
未開拓な化学

空間の独占： 
自然界という

膨大なリソー

スへのアクセ

スと解析能力 

複雑な生物学

のモデル化： 
ヒト iPSC を用

いた高精度な

疾患モデルの

構築・解析能

力 

実験規模とデ

ータの網羅

性： 自動化に

よる圧倒的な

データ生成能

力と「生物学

の地図」 

臨床的妥当性

の高いデー

タ： ヒトデー

タを起点とし

た創薬開発プ

ロセス全体

（End- to-
End）の最適化 

 

結論と戦略的提言 
 

本分析から導き出される最も重要な結論は、AI 創薬における知的財産戦略に単一の正解は存在

しないということです。成功している企業の戦略は、それぞれの独自の技術的アプローチ、事

業モデル、そして競争環境に応じて最適化された、多様な形態をとっています。 

● Recursion と Insitro は、自社のプラットフォーム技術を知的財産で固め、それをサービ

スとして大手製薬企業に提供することで、早期に収益を上げつつ開発リスクを移転するモ

デルを確立しました。彼らの強みは、それぞれ「規模」と「質」に特化したデータ生成・

解析エンジンそのものにあります。 
● Valo Health は、AI プラットフォームの価値を、伝統的な製薬業界の評価軸である「強力

な物質特許」に変換して示す戦略をとっています。訴訟に強いリーダーシップを擁し、将

来の市場独占に向けた盤石な体制を築いています。 
● Enveda は、自然界というユニークな創薬ソースに特化し、成果物を特許で、発見プロセ

スを営業秘密で保護するハイブリッド戦略により、「未開拓な化学空間」という独自のニ



ッチ市場を独占しようとしています。 

 

将来展望 

 

今後、AI 創薬業界の IP 環境は、二つの大きな潮流によって形成されていくと予測されます。 

第一に、「自明性（Inventive Step ）」の基準の変化です。AI によるターゲット同定や分子設

計が業界の標準的なツールとなるにつれて、単に AI を用いて得られたというだけの発明は「当

業者（a person skilled in the art ）にとって自明」であると判断され、特許性が否定されるケー

スが増加するでしょう 2。これは、AI をいかに創造的に用いたか、あるいは AI による予測だけ

では到達し得なかった実験結果に基づいているか、といった点が、発明の特許性を左右する重

要な要素になることを意味します。真に革新的なプラットフォームを持つ企業と、単に市販の

ツールを使っているだけの企業との間で、IP の質に大きな差が生まれる可能性があります。 

第二に、データの価値と所有権を巡るルールの複雑化です。創薬における価値の源泉が、化合

物そのものから、それを生み出すデータとモデルへとますますシフトしていくことは確実で

す。これに伴い、提携契約におけるデータへのアクセス権、使用権、二次利用権、そしてデー

タから生まれた成果物（ターゲット、化合物など）の所有権を巡る条項が、これまで以上に重

要かつ複雑になります 3。データの囲い込みと共有のバランスをどう取るか、そして共同研究

で生成されたデータの権利をどう配分するかが、企業の競争力を決定づける中心的な議題とな

るでしょう。 

 

戦略的提言 

 

本レポートの読者である投資家、事業開発担当者、そして業界アナリストに対して、AI 創薬企

業を評価・分析する際には、以下の点を重視することを提言します。 

公開された特許ポートフォリオの数や内容を精査することはもちろん重要ですが、それだけで

は企業の真の競争力を見誤る可能性があります。その背後にある**「見えざる資産」**、すな

わち、 

1. データの質と規模： どのような種類のデータを、どのように生成・収集し、その独自性と

模倣困難性はどの程度か。 
2. 営業秘密の保護体制： 中核となるアルゴリズムやノウハウを保護するための、技術的・法

務的・組織的な管理体制は万全か。 



3. 提携契約における IP 条項の巧みさ： 自社の中核 IP を保護しつつ、いかに収益を最大化

し、リスクを最小化する契約構造を構築しているか。 

これらの「見えざる資産」こそが、AI 創薬というダイナミックな新戦国時代を勝ち抜くため

の、真の「堀」の深さと高さを決定づける要因となるでしょう。 
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